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中期ビジョンダイジェスト（後編）

学術活動
学術学会として学術の振興は最も重要であり，学術雑誌，学

術大会，専門部会の活性化を図るべきである．学術雑誌の活性
化として査読期間短縮，特集号の推進，解説記事，巡検案内，
電子ジャーナル化などを検討し，他学協会への積極的な宣伝を
実施する．学術大会と巡検の活性化として，他学協会との共催
や積極的宣伝，セッションと巡検と組み合わせた現地討論会，
要旨の電子化，教員や技術者向けなどの巡検，ミニスクールと
しての巡検企画などを検討する．専門部会の活性化として，関
係学協会との連携，運営陣の世代交代推進，部会加入数の上限
撤廃などを実施すべきである．

普及広報
東日本大震災発生以降，地質学に対する関心が一段と高まっ

ており，更なる普及広報活動が求められる．学会独自の活動の
ほか，ジオパークや博物館との連携が必要である．ジオパーク
支援としては，学術的助言やパンフの監修等のコンサルタント
事業を展開すべきである．また，地質巡検や教職免許更新事業
の共催を検討すべきである．博物館へは講師派遣や，大学や研
究機関との共同研究の橋渡しなど関係機関との連携促進に貢献
すべきである．学会独自の活動としては，HPやgeo-Flash，
ちーともの活性化，そしてジオルジュの書店販売検討，フォト
コンテスト作品の書籍化，グッズ開発などを検討すべきである．

学会運営
専門部会と支部からなる学会組織，そして会員―代議員―理

事という運営体制，各種委員会の活動内容，顕彰制度などの現
状を調査し，必要なら見直すべきである．そのほか技術継承を
通じたシニア層と若手層の交流，学術大会における複数専門部
会による合同セッション，情勢に合わせた支部や専門部会の見
直し，支部でのCPD講演や巡検企画，ニュース誌の組織内メ
ディアとしての充実化，フィールド調査研究の顕彰なども検討
すべきである．

地球科学界の関連組織との連携としては，海外の地質学関係
学会との学術連携の更なる深化を図り，国内学協会とは学術大
会の共催や学術雑誌特集号などを通じた連携を模索し，日本地
球惑星科学連合を通じたAGUやEGUと並ぶ巨大国際大会の実
現を目指して欲しい．

そのほか教員免許講習を通じた地学教育支援のための公益法
人化も検討すべきである．書籍販売や受託事業など会費以外の
収入も増やす方策を図るべきである．

------------------------------------------------------------------------------------------------------------
※全文は，学会HPをご参照ください．また，ダイジェスト前

編（前中期ビジョンとその後の対応，新中期ビジョン（概要，
地学教育，技術者・応用分野，会員問題））はニュース誌１
月号をご参照ください．

中期ビジョン中間報告（後編）と意見募集

先月号から引き続きまして中期ビジョン（中間報告）のダイジェスト版を掲載いたします．全文は学会HPにございますので，ぜ
ひご覧いただけますようお願いいたします<http://www.geosociety.jp/outline/content0148.html>．この中間報告に対して３月15
日までご意見を募集しています．会員皆様からの幅広いご意見を最終版に盛り込む予定です．どうぞよろしくお願いいたします．

平成26年度中期ビジョンワーキンググループ
坂口有人

意見募集締切：３月15日（日）

送付先：地質学会事務局
main@geosociety.jp

〒101-0032 東京都千代田区岩本町２-８-15井桁ビル６F
電話：03-5823-1150（代表） FAX：03-5823-1156
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表2：日本地質学会中期ビジョン中間報告（後編）と
意見募集

案内 ……2
平成26年度海洋研究開発機構研究成果報告会JAMSTEC2015/ブルー
アース2015/第172回地質汚染イブニングセミナー/IGCP608「白亜紀
アジア－西太平洋生態系」の第３回国際研究集会1st Circular配付の
お知らせ

公募 ……3
電力中央研究所研究系常勤職員募集/千葉大学理学研究科地球科学
コーステニュアトラック特任助教の公募/海洋研究開発機構：海洋掘
削科学研究開発センター沈み込み帯掘削研究グループ（研究員／技
術研究員）公募

各賞・研究助成 ……4
国土地理協会平成27年度学術研究助成/第12回日本学術振興会賞受賞
候補者推薦募集

紹介 ……5
中国地図測量史《中国測絵史》編集委員会編　今村遼平訳（足立勝
治）

訃報 ……5

CALENDAR ……6

2015年度春季地質調査研修参加者募集のお知らせ
……7

支部コーナー ……8
北海道支部：平成26年度（2014年度）総会/関東支部：地学教育サ
ミット・ジオパークと教育～楽しく元気に大地の公園～のお知らせ

（第二報）/2015年度総会・地質技術伝承講演会開催のお知らせ

会員の声 ……9
年会の活性化にむけての提案（徳橋秀一）

院生コーナー ……10
研究室紹介　茨城大学理学部理学科地球環境科学コース：岡田　誠
研究室（羽田裕貴ほか）

2015年度学部学生・院生割引会費受付中 ……12

学会記事 ……13
日本地質学会2014年度第３回理事会議事録
日本地質学会2014年度第７回，第８回執行理事会議事録

巻末　入会申込書/預金口座振替依頼書
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カナダ北東部ラブラドル地域の
初期太古代（表）と初期原生代造山帯（裏）

写真・文　小宮　剛（東京大学）

およそ40億年前の年代をもつ花崗岩質片麻岩とそれに貫入
された表成岩からなり，表成岩には生命起源とされる炭質物
も見られる．

最近，一般の人も参加できるサマーキャンプ（表上の中央）
が催行されるようになり，手軽に地球最古の表成岩を観察で
きるようになった．

2015年長野大会
トピックセッション募集中

締切 2015年３月16日（月）

大会会期：2015年９月11日（金）～13日（日）

詳しくは，ニュース誌１月号または学会HPをご覧下さい．

表紙紹介
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独立行政法人海洋研究開発機構（以下，

「機構」という．）では，機構が所有する研究

船及び深海調査システム（以下，「船舶等」

という．）を利用した研究課題を“研究船利

用公募”として募集しており，毎年，国内の

大学や研究機関から多くの研究者の皆様にご

利用いただいております．「ブルーアースシ

ンポジウム」は，機構船舶等を利用した研究

者の皆様が船舶等で得られた研究成果を発表

し，研究分野の枠を越えた情報交換を行って

いただくことを目的として開催しておりま

す．

日程：2015年３月19日（木）～20日（金）

会場：東京海洋大学品川キャンパス

参加費：無料（申込不要）

お問い合わせ：独立行政法人海洋研究開発機

構海洋工学センター運航管理部計画グループ

TEL：046-867-9865

E-mail：riyo-kobo@jamstec.go.jp

詳しくは，

http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/blueea

rth/2015/index.html

主催：NPO日本地質汚染審査機構

共催：日本地質学会環境地質部会

場所：北とぴあ901会議室（JR京浜東北線王

子駅北口より３分）

日時：2015年３月27日（金）18:30～20:30 

講師：高橋正樹氏（日本大学文理学部地球シ

ステム科学科　教授）

テーマ：箱根火山の噴火と首都圏都市災害―

もし東京軽石規模の大規模噴火が起

こってしまったら―

CPD：２ポイント

会費：会員，地質学会会員は500円，非会員

は1,000円

参加：事前予約はありません，当日受付です．

詳しくは，http://www.npo-geopol.or.jp/

event.htm

活動３年目となるIGCP（地質科学国際研

究計画）608「白亜紀のアジア－西太平洋地

域の生態系システムと環境変動」（略称：

「白亜紀アジア－西太平洋生態系」）の，第３

IGCP608「白亜紀アジア
－西太平洋生態系」の第 3回
国際研究集会1st Circular

配付のお知らせ

第172回
地質汚染イブニングセミナー

ブルーアース2015

海からはじまる新しい価値創造

日時：2015年３月４日（水）13：00～17：30

（開場は12：30）

場所：東京国際フォーラムホールB７（定員

450名）東京都千代田区丸の内３-５-１

プログラム（プログラムは予告なく変更にな

る場合がございます）

【第１部】平成26年度成果報告

平成26年度の成果及び第３期中期計画の展望

海洋立国日本への科学技術からの貢献を

めざして－JAMSTECの2014年の歩

み－：白山義久（JAMSTEC研究担当理

事）

戦略的イノベーション創造プログラム「次世

代海洋資源調査技術」が目指すもの：木

川栄一（JAMSTEC海底資源研究開発セ

ンター長）

海からはじまる異常気象予測への挑戦：キー

ワードは「シームレス」：渡邉真吾

（JAMSTECシームレス環境予測研究分

野長）

急激に変化している北極環境に関する研究に

ついて：菊地隆（JAMSTEC地球環境観

測研究開発センター北極域環境・気候研

究グループリーダー）

質疑応答

有人潜水調査船「しんかい6500」就航25周年

－軌跡と未来－：田代省三（JAMSTEC

海洋工学センター運航管理部長）

「ちきゅう」が切り拓く新たな科学技術の地

平－これまでの10年と，これからの10

年－：倉本真一（JAMSTEC地球深部探

査センター長代理）

【第２部】次世代海洋科学技術が拓くイノ

ベーション

パネルディスカッション

参加費無料（事前登録制）

お申し込み：事前登録制．WEBよりご登録

下さい．

http://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/

jamstec2015/

お問い合わせ：JAMSTEC事業推進部産学連

携課

TEL：046-867-9230

E-mail：jamstec2015@jamstec.go.jp

平成26年度海洋研究開発機構
研究成果報告会JAMSTEC2015

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

回国際研究集会を案内するFirst Circularの

配布を開始しましたので，皆様にご案内しま

す．

IGCP608 第３回　国際シンポジウムおよび

第12回中生代陸生生態系シンポジウム

日程：2015年８月16日（日）～18日（火）

場所：中国瀋陽，瀋陽師範大学

開催母体：IGCP608第３回国際シンポジウム

実行委員会（委員長：李国彪　中国地質大）

および第12回中生代陸成生態系シンポジウム

実行委員会（委員長：Sun Ge（孫革）瀋陽

師範大教授）

巡検：８月19日（水）～20日（木）遼寧省内

の熱河層群

今回のシンポジウムは，第12回中生代陸生

生態系シンポジウム（MTE-12）をメインに，

共同開催する形で行われ，南京地質古生物研

究所，中国地質大学，吉林大学が共催団体と

なっています．ホストを務めるSun Ge（孫

革）教授は，最古の被子植物熱河層群から世

界最古の被子植物化石を発見したことで知られ

ています．MTE（Symposium on Mesozoic

Terrestrial Ecosystems）は，３年おきに開

催されてきた30年の歴史のある，地質・古生

物系の比較的インフォーマルな国際集会で，

2009年はスペインで，2012年は韓国光州で盛

大に行われました．

セッションテーマとしては，IGCP608の

セッションであるM-７を含め，以下の８つ

が示されています．

M-１ Biodiversity of the Mesozoic

Terrestrial Ecosystems

M-２ Mesozoic stratigraphy and its

geological background

M-３ Mesozoic tectonics and sedimentary

mineral resources

M-４ Evolution of dinosaurs and origin

birds

M-５ Origin and early evolution of

angiosperms 

M-６ Mesozoic climatic and environmental

changes

M-７ Cretaceous Ecosystem in Asia and

Pacific（Workshop of IGCP 608）

M-８ Protections of Mesozoic geological

heritages

重要な日程：

2015年４月１日　第一次参加登録　締切

2015年５月１日　Second Circular 配布

2015年６月15日　発表要旨　締切

2015年７月31日　Third Circular配布（シン

ポジウムプログラム　発表）

First Circularおよび申込書は，IGCP608

のWebsiteからダウンロードできます．

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/index.php?id=5

白亜系を対象とする研究推進・発表の場とし

て，積極的な参加をお願いします．



連絡先：MTE-12 Secretariat

PMOL/Shenyang Normal University 

253 North Huanghe Street, Shenyang

110034, China

E-mail：MTE-12@pmol.org.cn

IGCP608リーダー　安藤寿男

（茨城大学理学部）
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教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募

募集人員：１名

研究課題：火山地質学的手法による火山活動

の評価研究

研究専門分野/専攻学科 火山地質学／地球惑

星科学

応募資格：博士課程修了者（新卒・既卒いず

れも可）

着任時期：平成28（2016）年４月

募集締切：2015年３月13日（金）

研究内容/求める人材像：当研究所では，火

山噴火と火山活動を評価するために，地質

学・岩石学・年代学・流体力学的な調査や研

究を実施し，新たな評価技術を開発していま

す．また，重要構造物周辺に影響する火山噴

火現象の成因や形成過程を解明するための研

究にも取り組んでいます．これらの研究成果

は，自然災害の脅威から，電力施設等の社会

インフラ施設を守る対策の立案に役立てられ

ます．

今般，降灰などの火山活動評価技術の構築

など，下記の研究に携わる研究者を募集しま

す．

１．火山地質学的手法により，火山噴出物の

特徴を調査・研究し，噴出物の解析データに

基づく実証的な火山活動評価手法を確立する．

２．重要構造物周辺において，近傍および遠

方から飛来する降下火山灰などの火山噴出物

を調べ，その到達過程や条件を解明するため

の研究を実施し，さらに降灰現象に係わる

データーベースの整備を図る．

大学等において，火山学に関する基本的な

知識を習得して，野外における地質調査・研

究の経験を有する方，特に噴火現象に関連し，

野外調査を基本とした火山噴出物の解析を行

い，噴火活動史・噴火プロセスを解明するた

電力中央研究所研究系
常勤職員募集

めの基礎的実力を有する人材を求めていま

す．また，研究を進める上で，社会への貢献

を意識し，火山学の専門知識を活用して，地

質・岩石・年代・流体力学の専門家で構成さ

れる当研究所の研究チームに協力して，自然

災害から重要構造物を守るための調査・研究

に，意欲的に取り組んで頂ける方の応募を期

待します．

詳細は下記のページをご覧ください．

http://recruit．denken．jp/kadai/#post-

1178

公募人員：テニュアトラック特任助教 １名

公募分野：プレート境界周辺で起こる巨大地

震に関連する地球科学分野

応募資格：博士の学位取得後７年未満の方，

または着任時までに博土の学位を取得見込み

の方

着任時期：2015年７月１日を予定

提出書類：履歴書，業績リスト（査読論文と

それ以外を区分し，外部資金の獲得状況を含

む），主要論文５編の別刷あるいはコピー，

推薦状または所見を伺える方数名の氏名・連

絡先等，これまでの教育・研究実績と千葉大

学赴任後の教育・研究計画・抱負等（A４用

紙２～３枚程度）

応募締切：2015年３月19日（木）必着

書類送付先：

〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町１-33

千葉大学大学院理学研究科地球生命圏科学専

攻地球科学コース

（封筒には「助教公募書類」と朱書し，書留

郵便とする）

詳細参照先：

和文：http ://www-es .s .chiba-u .ac . jp/

content/CU_SE_20150122j.pdf

英文：http ://www-es .s .chiba-u .ac . jp/

content/CU_SE_20150122e.pdf

応募に関する問い合わせ先：

千葉大学大学院理学研究科地球生命圏科学専

攻地球科学コース

服部克巳

電話：043-290-2801

E-mail：hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp

千葉大学理学研究科地球科学
コーステニュアトラック特任

助教の公募

募集職種：研究員，技術研究員のいずれか１

名

募集対象部署：海洋掘削科学研究開発セン

ター 沈み込み帯掘削研究グループ

募集内容：海洋研究開発機構では，第３期中

期計画を実施するにあたり，対象の研究分野

に従事する任期制職員（研究員もしくは技術

研究員）を１名公募いたします．

【業務内容】沈み込む海洋プレートから島

弧－海溝系に至る大局構造，構成物質の組成

と挙動，および断層運動に伴う諸現象の解明

を目的とし，地球物理学・地質学・岩石物性

学をベースとした研究開発を行う．IODP等

の掘削プロジェクトに積極的に参加し，物質

分析・解析，孔内検層，物理探査，モデリン

グ等を駆使した統合的研究を行う．

＜関連する専門分野＞地球掘削科学，地球物

理学，地質学，岩石物性学

【募集職種】

研究員：機構業務への貢献のため，自立した

研究者として，当該分野において世界をリー

ドする研究を行い，主に主著論文を中心とし

た成果が期待されます．

技術研究員：機構業務への貢献のため，研究

開発，技術開発， 技術革新等を中心とした

業務を行います．

【応募資格】

研究員：当該研究に関連する分野の博士号取

得者および優れた研究業績を有する者．

技術研究員：当該研究もしくは研究開発に関

連する分野の博士号取得者および優れた研究

業績を有する者．

※国籍・性別を問いません．

※海洋研究開発機構では，全ての職員の雇用

に関し男女平等の理念を持っております．

【募集人数】 １名

【雇用形態】任期制職員（定年制職員への移

行審査資格有り）

【雇用期間】平成27年７月１日～平成32年３

月31日　１回の雇用期間を最長５事業年度と

し，以降更新は行いません．

応募方法

【応募書類】

（1）履歴書 １通（応募職種＜研究員＞もし

くは＜技術研究員＞を記載）（2）これまでに

行ってきた研究の要約 １通（A４ １枚程度）

（3）当機構における研究計画 １通（A４ １

枚程度）（4）研究業績リスト １通 （5）こ

れまでに受けた競争的資金（科学研究費補助

金，科学技術振興機構からの受託研究費など）

海洋研究開発機構：
海洋掘削科学研究開発センター
沈み込み帯掘削研究グループ
（研究員／技術研究員）公募
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のリスト １通 （6）主要論文（２編以内）

の別刷またはコピー（7）推薦書 ２通

【提出方法】

郵送による．注）郵送以外は受け付けません．

【提出先】

〒237-0061

神奈川県横須賀市夏島町２-15

独立行政法人海洋研究開発機構

人事部　人事第２課　採用担当宛

応募締切　平成27年３月31日（火） 必着

お問い合わせ先

独立行政法人海洋研究開発機構

人事部　人事第２課　担当 庵原

TEL  046-867-9415 FAX  046-867-9095

E-mail：jinji2@jamstec.go.jp

詳細は，http://www.jamstec.go.jp/recruit/

details/ods20150331.html

機器類等の費用や研究者として自己負担す

るのが適当と思われる費用（パソコンおよ

び一般的な周辺機器・PCソフトウェア，

学会参加のための旅費や会費etc.）は，助

成の対象としません．

（3）支出費用（旅費，謝金等）については，

詳細を申請書に明記して下さい．また，助

成研究が完了しましたら「会計報告書」と，

全支出の領収書（コピー可）を添付して定

められた期日までに提出していただきま

す．

申請の受付：平成27年４月１日（水）～４月

17日（金）必着

審査結果の通知：平成27年７月

助成金の交付：平成27年８月

申請書の様式や申請の詳細は，下記HPをご

覧下さい．

http://www.kokudo.or.jp/grant/index.html

お問合せ先：（公財）国土地理協会　助成事

業担当　担当：渡辺

〒105-0003 東京都港区西新橋３丁目５-２

西新橋第一法規ビル７F

お問い合わせ：josei@kokudo.or.jp

対象分野：人文学，社会科学及び自然科学に

わたる全分野

授賞：授賞数は25件程度とし，受賞者には，

賞状，賞牌及び副賞として研究奨励金110万

円を贈呈します．なお，日本学士院により，

日本学術振興会賞受賞者の中から日本学士院

学術奨励賞受賞者が選考されます．

対象者：国内外の学術誌等に公表された論

文，著書，その他の研究業績により学術上と

くに優れた成果を上げたと認められる者のう

ち，平成27年４月１日現在以下の条件を満た

す者とします．

１）45歳未満であること　２）博士の学位を

取得していること（博士の学位を取得した者

と同等以上の学術研究能力を有する者を含み

ます．） ３）外国人の場合は推薦時点にお

いて我が国で５年以上研究者として大学等研

究機関に所属しており，今後も継続して我が

国で研究活動を予定していること

注：海外在住の日本国籍を有する研究者も対

象としています．

推薦権者：

１）機関長推薦 我が国の大学等研究機関ま

たは学協会の長

２）個人推薦 優れた研究実績を有する我が

国の学術研究者（海外在住の日本国籍を有

第12回（平成27年度）
「日本学術振興会賞」
受賞候補者推薦募集

１．助成対象となる調査・研究について

（1）地理学および関連する分野の学術的調

査・研究

（2）地図・地名に関する学術的調査・研究

（3）上記１・２に関連した東日本大震災から

の復興に関連する調査・研究．または自然

環境の維持・保全・向上を通じての農林水

産業への寄与に関する調査・研究

２．助成の対象となる方について

大学院博士課程を修了し，もしくは同等以

上の能力と研究経験を有し，大学その他の教

育機関や研究機関・博物館・図書館等に在職

（または在学）して調査・研究に従事してい

る，個人または研究グループ．なお，これら

の機関で常勤の職に就いている者に限って，

助成を申請する代表者となることができま

す．（大学院在学の場合は，指導教官等）

３．助成金額について

（1）いずれの分野も，１件につき100万円を

限度とする申請額．

（2）審査の結果，申請額から減額して助成す

る場合があります．必ずしも調査・研究と

は直接的に関係しない，日常的に使用する

国土地理協会
平成27年度学術研究助成

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼等をご案内いたしま

す．

する学術研究者を含む）

※学会からの推薦を希望される方は，学会締

切日までに必要書類等をそろえて，学会事

務局までお申し出下さい．自薦の受付はあ

りません．

受付期間：平成27年４月13日（月）～15日

（水）17:00（必着）（学会締切：３月31日）

推薦書等は，所定の様式を使用してください．

なお，推薦書等は本会のホームページ

（http://www.jsps.go.jp/jsps-prize/）よりダ

ウンロードすることができます．

推薦書類の提出先及び問い合わせ先：

〒102-0083 東京都千代田区麹町５－３－１

独立行政法人 日本学術振興会

人材育成事業部 研究者養成課 「日本学術振

興会賞」担当

TEL 03-3263-0912 FAX 03-3222-1986

URL：http://www.jsps.go.jp/jsps-prize/



者に，この巨著の翻訳を思いつかせた．一通

り訳し終えるのに２年間，訳し終えた後も原

著を数回読み返して原稿の修正作業等に１年

間を費やしたという．訳者のものごとに取り

組む姿勢と実行力には驚かされるばかりであ

る．

訳者は，地質出身者で，空中写真判読や地

形図の読図から得られる地形・地質情報を活

用する空間情報コンサルタントである．応用

地質分野を代表する技術者の一人で，航空写

真測量を主とする会社に入社した時から地質

調査部門で空中写真判読技術を学び，応用理

学分野の技術士の「写真地質」を専門とする

事項で業界初の資格を取得した先駆者でもあ

る．全国地質調査業協会連合会の応用地形判

読士に係る業務を実践してきた技術者であ

る．測量と地図に対する関心は，航空写真測

量や衛星リモートセンシングの技術を身に着

けているところからきていると推測する．

中国の測量・地図史が著された書物は，西

洋および日本の測量・地図史に比べて非常に

少ない．本書により，中国の古代からの測

量・地図に関する制度・技術などについて知

ることができ，西洋の近代測量・地図の歴史

だけでなく，東洋の測量・地図の源流である

中国の技術史を知ることができる．

本書は，総序，第１巻　第１編　先秦（約

紀元前26世紀―前221年），第２編　秦・漢

（紀元前221年―紀元220年），第３編　魏・

晋・南北朝（紀元220年―589年），第４編

隋・唐・五代（581－960年），第５編　宋

（960－1279年），第６編　遼・金・元（916－

1368年），第２巻　第１編　明代（1368－

1644年），第２編　清代（1644－1911年），訳

者あとがき，よりなっている．

本書の内容は測量・地図作成に関しての技

術的なことはもちろん，それらを踏まえて次

の内容が時代ごとに詳述されている．

（1）領土の管理，国境測量などの国土管理

（2）土地管理・税・賦役などの行政管理，

（3）水利施設類の建設維持管理などの田畑の

丈量や灌漑

（4）道路・運河・水道・各種河川施設などの

建設と管理に係る土木建設

（5）城都・宮殿・寺観などの建築

（6）国境の防衛・砦などの防衛施設の建設管

理・駐軍・戦略/戦術の立案などの戦争関

連

（7）航路の確保と輸送量の確保・航路の安全

保障などの海洋・江河・港湾測量

（8）これらに関する主な著作の紹介など

訳者は３巻のうち，なぜ１巻と２巻の清代

までの翻訳にしたかについて，この間は中国

が科学技術分野でトップを走り続けた期間で

あるのに対し，中華民国以降になると，測量

技術をはじめあらゆる分野で中国は先進的で

はなくなり，訳者の興味が薄れたと「訳者あ

とがき」に述べている．

本書の読み方は，各時代の「概要」に目を

通して，測量・地図史の中から興味ある項目

を読むのも面白い．私は，河川・海の航行測

量や航海測量に興味があったので，その項目

を先に読んだ．この項目では明代の航海家・

鄭和が毎回27,000人以上の編隊を組んで７回

にわたってインド洋を渡った，“西洋下り”

の記載があり，《鄭和航海図》が紹介されて

いる．この海図はオランダのワグナールが世

界の一部の航海図集を編集した時期よりも，

100年あまり早く，当時，中国の海洋測量技

術は世界の最高峰に上りつめていたことが伺

われ，面白く読んだ．

本書を通じて，中国の測量・地図作成は，

太古の昔から清代の康熙・雍正・乾隆帝（～

1795年）のころまでは，世界の最先端を走っ

てきていたことが分かる．中国の測量史を紹

介している書籍が少ない中で，歴史的事実の

紹介がされている本書の意義は大きい．訳者

も「訳者のことば」の中で“本書を訳し終

わって感じるのは，いかに中国の測量・地図

技術史について無知であったかという事実を

思い知らされたことである”と述べている．

中国の測量と地図作成の歴史を知ることが

できる数少ない書籍のひとつとして，測量技

術史や中国に関心のある方にご一読をお勧め

したい．

本書は，訳者の自費出版のため，直接申し

込むことにより，送料込みの3,500円で購入

することができる．申し込みは，下記の通り．

アジア航測株式会社　今村遼平

ri.imamura@ajiko.co.jp

〒215-0004 神奈川県川崎市麻生区万福寺

1 - 2 - 1 新百合21ビル

（足立勝治）
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紹　介

中国地図測量史

《中国測絵史》編集委員会編
今村遼平　訳

2014年12月10日初版発行，今村遼平，A５

版，702頁，頒布価格3,000円（送料500円）

中国の測量と地図作りの歴史は4000年以上

に及び，神話にさえそのことが記されている．

中国測絵史は，その歴史を数百名の学者や技

術者が，遠古の昔から集積されている膨大な

量の図書や図籍を読破し，測量と地図作成に

関係するあらゆる記録を抽出して，《中国測

絵史》という１冊の巨著にまとめたものであ

る．1989年から10年の歳月をかけて，建国50

周年の記念出版物として世に出された．本書

は全３巻のうちの１巻と２巻の「先秦～清代」

の訳からなる．

訳者は，原著を手にしてぱらぱらとページ

をめくって拾い読みした時，鳥肌の立つ感動

を覚えたという．この感動が測量の専門化で

もなければ漢文や中国語の専門家でもない訳

訃　報

次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 斎藤昌之（2014年11月26日） 千地万造（2015年１月31日）



日本地質学会News 18（２）6

第49回日本水環境学会年会
３月16日（月）～18日（水）

場所：金沢大学角間キャンパス

https://www.jswe.or.jp/

○研究船による研究成果発表会「ブ
ルーアース2015」
３月19日（木）～20日（金）

場所：東京海洋大学品川キャンパス（港区港

南４-５-７）

http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/blueea

rth/2015/

○第172回地質汚染イブニングセミナ
ー
日本地質学会環境地質部会　共催

３月27日（金）18:30～20:30 

場所：北とぴあ901会議室（北区王子）

テーマ：箱根火山の噴火と首都圏都市災害―

もし東京軽石規模の大規模噴火が起こってし

まったら―

http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

月　April
○北極科学サミット週間2015
４月23日（木）～30日（木）

場所：富山国際会議場

http://krs.bz/scj/c?c=98&m=21728&v=30e

dcf72

月　May
★一般社団法人日本地質学会第７回
（2015年度）総会
５月23日（土）15:00～（時間のみ予定）

場所：北とぴあ（東京都北区王子）

○日本地球惑星科学連合2015年大会
５月24日（日）～28日（木）

場所：千葉県　幕張メッセ　国際会議場

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm

月　June
○地質学史懇話会
６月20日（土）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階803号室（北区王子）

澁谷鎮明：仮題「東アジアの地理学史」

中陣隆夫：仮題「田山利三郎の海洋地質学―

業績と評価」

問い合わせ先：矢島道子〈pxi02070@nifty.com〉

月　July
○第52回アイソトープ・放射線研究
発表会
日本地質学会　共催

７月８日（水）～10日（金）

会場：東京大学弥生講堂（文京区弥生１-１-１）

http://www.jrias.or.jp/

○第13回微量元素の生物地球化学に
関する国際会議
日本地質学会　後援

７月12日（日）～16日（木）

場所：福岡国際会議場

７

６

５

４

2015.２～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2015年
月　February

★西日本支部平成26年度総会・第
166回例会
２月21日（土）

場所：山口大学吉田キャンパス

http://www.geosociety.jp/outline/content00

25.html

月　March
○3rd International Geoscience
Symposium:Project A in Korea

「地球史イベントの現在・過去・未来」

日本地質学会　後援　

３月４日（水）～５日（木）巡検：６～７日

場所：KIGAM（韓国・大田広域市）

http://archean.jp

○平成26年度研究報告会「JAMSTEC
2015」
３月４日（水）13:00～17:30

会場：東京国際フォーラム（東京都千代田区

丸の内）

http://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/jamst

ec2015/

★2014年度東北支部総会・講演会・
シンポジウム
３月７日（土）～８日（日）

場所：岩手大学工学部（盛岡市上田）

問い合わせ先：

支部長：土谷信高<tsuchiya@iwate-u.ac.jp>

幹事：越谷　信<koshiya@iwate-u.ac.jp>

○第４回学生のヒマラヤ野外実習ツ
アー
日本地質学会　推薦

2015年３月上旬出発（15日間）

http://www.geocities.jp/gondwanainst/geot

ours/Studentfieldex_index.htm

★関東支部：地学教育サミット・ジ
オパークと教育～楽しく元気に大地
の公園～
３月15日（日）10：00～16：00

場所：神奈川県小田原市生涯学習センター

けやき　大会議室

http://kanto.geosociety.jp/

３

２

http://www.icobte2015.org/index.html

○第19回国際第四紀学連合大会
（INQUA 2015）
日本地質学会　共催

７月27日（月）～８月２日（日）

場所：名古屋国際会議場

http://inqua2015.jp/

月　August
○IGCP608 第3回　国際シンポジウ
ムおよび第12回中生代陸生生態系シ
ンポジウム
８月16日（日）～18日（火）

場所：中国瀋陽，瀋陽師範大学

発表要旨締切：６月15日（月）

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

月　September
★日本地質学会第122年学術大会
（2015長野大会）
９月11日（金）～13日（日）

プレ巡検：10日（木）

ポスト巡検：14日（月）～15日（火）

場所：信州大学工学部（長野市若里キャンパ

ス）ほか

○Arthur Holmes Meeting-Tsunami
Hazards and Risks: Using the
Geological Record
日本地質学会　共催

９月25日（金）

場所：The Geological Society（英ロンドン）

プレ巡検：22日（火）～23日（水）

http://www.geolsoc.org.uk/ahm15

○第10回アジア地域応用質学シンポ
ジウム
日本地質学会　後援

９月26日（土）～27日（日）

場所：京都大学宇治おうばくプラザ

http://2015ars.com/

月　October
○第30回ヒマラヤ・カラコルム・チ
ベットワークショップ（30th HKT
2015）
10月６日（火）～８日（木）

場所：Wadia Institute, Dehra Dun, India

野外巡検：５日，９日～12日

参加申込締切：７月30日（木）

講演要旨締切：８月20日（木）

http://www.hktwadia2015.org/

○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2015年総会及び第12回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
10月21日（水）～23日（金）

場所：筑波大学

野外巡検：24日～25日

講演要旨締切：６月30日（火）

http://www.geol.tsukuba.ac.jp/̃gansekihp/I

AGR2015/ 
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2015年度
春季地質調査研修参加者募集のお知らせ

修了証書とCPD単位：当学会名の修了証書が授与されると
ともに，当学会認定の土質・地質技術者のための継続教育

（CPD）40単位を取得できます．
申し込み方法：ジオ・スクーリングネットによりお申し込
みください．ジオ・スクーリングネット（https://www.
geo-schooling.jp/）に利用者登録をしたうえで，「研修検索
と申込」をクリックし，日本地質学会の「地質調査研修」
を選択してお申し込みください（他の行事もある可能性が
ありますので，選択を間違わないようにご注意ください）．
お申し込み後，担当者より確認の連絡をいたします．なお，
ジオ・スクーリングネット上でCPDの登録および登録内容
証明書の発行が可能です．

その他：本研修は，地質関連会社からの要請で始まり，今
年度で９年目になります．過去数年間の地質調査研修の具
体的な実施の様子（実施報告：写真付）については，日本
地質学会のHP<http://www.geosociety.jp/engineer/
content0021.html>をご覧下さい（HPトップ→技術者教育

（もしくは社会活動）→地質調査研修でご覧いただけます）．
是非ご覧ください．なお，本研修の研修地域位置図，本研
修での修得目標，本研修での曜日ごとの実施内容（基本ス
ケジュール），参考文献等を含めた詳細情報についても，学
会HPをご覧ください．

★募集期間★ 2015年 3 月 2 日（月）～ 4 月13日（月）
★実施期間★ 2015年 5 月18日（月）～ 5 月22日（金）

主催：一般社団法人日本地質学会
研修目的：ひとつの地質体（褶曲構造を示しながら清澄山
系に分布する新第三系安房層群上部の地層：上位より安野
層，清澄層，天津層）を対象に，野外地質調査技術の基礎
を実地で学ぶことによって，地質調査法の基本技術の修得
をめざすとともに，それをベースに得られた過去の調査や
研究の成果についても学びます．地質調査の経験のない方
でも，地質調査法の基本を体（五感）で習得することを目
指します．
日程：2015年５月18日（月）～５月22日（金）４泊５日
場所：千葉県君津市およびその周辺地域（房総半島中部域）
講師：徳橋秀一氏（産総研地圏資源環境研究部門客員研究

員）
小松原純子氏（産総研地質情報研究部門主任研究員）

募集対象：主に，地質関連会社の若手技術者（日本地質学
会の会員・非会員を問いません）
募集人数：６名（定員に達し次第，締め切らせていただき
ます）

（なお，申込が少なかった場合や定員超過の場合は，次回
（秋季に予定）の研修に調整させて頂く予定です．）
募集期間：2015年３月２日（月）～2015年４月13日（月）
参加費：12万円（ただし，宿泊費および集合地までや解散
地からの交通費は含みません）

詳しい実施内容は，学会HPをご参照ください
<http://www.geosociety.jp/engineer/content0021.html>

問い合せ先：日本地質学会事務局　電話：03-5823-1150 e-mail：main@geosociety.jp

地質リーフレット 4

地質リーフレットシリーズ1～3も
好評発売中！

編集　一般社団法人日本地質学会　地質環境の長期安定性研究委員会
発行　一般社団法人日本地質学会

定価600円
（会員頒価500円）

（20部以上の場合割引あり）

日本列島と地質環境の長期安定性

購入希望の方は、学会事務局まで。　e-mail: main@geosociety.jp 　電話 03-5823-1150

2011年1月発行　B2版　両面フルカラー

地質環境の長期的利用の観点から、日本の地質環境を分かりやすくまとめ
たリーフレット。最新のデータに基づき、日本列島の断層運動、火山・マグマ
活動等の特徴、そして将来予測の考え方を示しています。多くの方々に活用
して頂けることを願っています。

好評発売中
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☆北海道支部
案内

☆関東支部
案内

北海道支部平成26年度（2014年度）総会

日時：2015年２月28日（土）14:00～16:00
場所：北海道大学理学部５号館３階 ５-301室
総会：14:00～16:00
１．支部長挨拶
２．議長選出
３．議　事

Ａ．2014年度　事業報告
Ｂ．2014年度　会計報告
Ｃ．2015年度　事業計画案
Ｄ．2015年度　予算案
Ｅ．その他

４．議長解任

懇親会：17:00～
※2015年度北海道支部例会（個人講演会）は，2015年５月に行

う予定です．詳細な案内は後程，掲示いたします．

問い合わせ先：北海道支部幹事庶務：沢田　健
北海道大学大学院理学研究院・自然史科学部門
〒060-0810 札幌市北区北10条西８丁目
電話 011-706-2733 メール：sawadak@mail.sci.hokudai.ac.jp

地学教育サミット・ジオパークと教育
～楽しく元気に大地の公園～
のお知らせ（第二報）

地学教育サミットについて，以下のように内容が確定しまし
た．午後は，各ジオパークから学校教育・博物館教育・ガイド
養成等の報告をしていただきます．地質学会関係者だけでなく，
教員の方・博物館の方・ガイドの方をはじめ広く一般の方々の
参加をお待ちしています．是非ご参加のほど，よろしくお願い
いたします．

共催　　小田原市，箱根ジオパーク推進協議会
日時　　2015年３月15日（日）10：00～16：00
場所　　神奈川県小田原市生涯学習センター けやき　大会議室
参加費　無料，ただし資料代１部1500円
申込み　不要，ただし資料作成数把握のためなるべく下記メー

ルアドレスへ３月５日（木）までに事前連絡をお願い
します．

プログラム
午前　◇基調講演　10:05～11:50
高橋雅紀氏（産総研）「日本列島の成り立ち－大陸から弧状列

島へ－」
高木秀雄氏（早大）「ジオパークとその教育活用」

支部コーナー

田切美智雄氏（日立市郷土博物館）
「茨城県北ジオパーク日立ジオサイトでのジオパーク教育
とねらい」

午後　◇関東地区各ジオパークからの実践報告　12:50～15:20
茨城県北ジオパーク：天野一男氏（茨城大）
下仁田ジオパーク：関谷友彦氏（下仁田ジオパーク推進協議会）
伊豆半島ジオパーク：冨川友秀氏（静岡県立松崎高校）
伊豆大島ジオパーク：中林利郎氏（伊豆大島ジオパーク推進委

員会）
銚子ジオパーク：山田雅仁氏（銚子ジオパーク推進協議会）
秩父ジオパーク：小幡喜一氏（埼玉県立熊谷高校）
箱根ジオパーク：山口珠美氏（箱根ジオミュージアム）

◇総合討論　15:20～16:00

問い合せ先
関東支部幹事長　笠間友博（神奈川県立生命の星・地球博物
館企画普及課）
電話　0465-21-1515
Eメール　kasama@nh.kanagawa-museum.jp

☆関東支部
案内

2015年度総会・地質技術伝承講演会
開催のお知らせ

関東支部では，下記のように支部総会及び地質技術伝承講演
会を開催いたします．

日時：2015年４月18日（土）14:00～16:45
場所：北とぴあ７階第１研修室（東京都北区王子１-11-１）

（JR京浜東北線王子駅北口徒歩２分，東京メトロ南北線
王子駅５番出口より直結）

プログラム
13:30受付開始
14:00～15:40「地質技術伝承講演会」
共催：（社）全国地質調査業協会連合会，関東地質調査業協会
講師：齋藤　勝氏（株式会社ダイヤコンサルタント　関東支社
副支社長）
演題：「活断層を調査する（仮）」
参加費：無料，どなたでも参加できます．CPD単位取得可能

（２単位）
申し込み方法：公開中のジオ・スクーリングネットによる登録
または学会へのFAX，下記担当幹事へのe-mailにて受け付けま
す．

1）ジオ・スクーリングネット<https://www.geo-schooling.jp/>
2）関東支部幹事：加藤　潔（駒澤大学）

<kiyoshi.katoh@gmail.com>
3）日本地質学会事務局気付　関東支部事務局　FAX：03-

5823-1156

15:50～16:45「2015年度関東支部総会」
1）支部功労賞授与式
2）2014年度　活動報告・会計報告
3）2015年度　活動方針・予算報告



＊関東支部会員の方で総会に欠席される方は委任状をお願
いします．

委任状送付方法：
○郵送またはFAXの場合は下記にお送りください．

〒101-0032 東京都千代田区岩本町２-８-15井桁ビル６F
日本地質学会事務局気付　関東支部事務局　FAX：03-5823-
1156

○E-mail送付の場合
関東支部のメールアドレス<kanto@geosociety.jp>へ委任状
を送信して下さい

メールによる委任状の締切は，４月17日（金）午後６時まで
です．

-----------------------------------関東支部総会委任状-----------------------------------

2015年４月18日（土）開催の日本地質学会関東支部総会に出
席できませんので，当日一切の議決権を　　　　　君（又は，
議長）に委任します（空欄の場合は議長とします）．

日時：2015年　　　月　　　日
住所：
会員氏名：

------------------------------------------------------------------------------------------------------------

日本地質学会News 18（２） 9

支部コーナー

す．

いつから始まったのかは知りませんが，通

常の発表時間よりも長く講演することのでき

る招待講演を設定したのは，非常に良いアイ

デアであったと思います．私は，昨年の鹿児

島大会の折に，この招待講演にあわせていく

つかの会場に行き，講演を聴き，大変勉強に

なりました．ただ，招待講演というと少し

重々しいイメージがあり，行事委員長が言わ

れるように，あまり数を増やすわけにもいか

ないでしょう．それならば，もう少し幅広く

柔軟にやれる普及講演の枠をつくり，実施す

れば良いのではないでしょうか．たとえば，

①歴史的経緯や最近の動向などをその分野の

ベテランや中堅が紹介するレビュー講演，②

最近注目される新興分野や新しい手法・装置

の開発などで活躍する若手研究者がその内容

や期待される成果を紹介するシーズ講演，③

ある特別なもしくは貴重な経験をした人がそ

れを紹介するトピック講演といった講演枠を

設け，弾力的に一般セッションプログラムの

間に組むといった方法もあるかもしれませ

ん．

是非，年会の活性化に向け，様々な方策を

柔軟かつ大胆に検討していただき，規制があ

る場合はそれを変革して実現していただけれ

ば幸いです．最後に，関係者皆様の日ごろの

ご尽力に心からの敬意と謝意を表して，ささ

やかな提案とさせていただきます．少しでも

何かのお役に立つならば幸いです．

（正会員　徳橋秀一）

年会の活性化は全会員共通の望みであり，課

題です。会員全員で取り組むべき問題ですが，

正会員の徳橋秀一さんから提案を頂きました

ので掲載致します．

（ニュース誌編集委員長）

私は，昨年のニュース誌11月号において，

学術大会の一般セッションにおけるハイライ

ト設定に対して批判的意見を致しました．同

誌１月号に，それに対して，行事委員長の竹

内誠氏の回答が掲載されました．この問題に

対して，行事委員会を中心に関係者で幅広く

議論していただいたようで，まずは厚くお礼

を申し上げます．またこの問題については，

会員の意見を広く求め，今後も検討を継続し

ていかれると最後に述べておられますので，

この点でもお礼を申し上げます．私としては，

自分の見解を既に述べましたので，ここでは

いくつかの提案をさせていただこうと思いま

会員の声

年会の活性化にむけての提案

定価400円（会員頒価300円）
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岡田研究室の概要
茨城大学理学部理学科地球環境科学コースでは，地質学・岩

石鉱物学，固体地球物理学，宇宙惑星科学，水域環境科学など
地球科学における全分野を網羅したテーマを対象に教育・研究
が行われている．岡田誠准教授が指導教員である岡田研究室が
所属する“地質学・岩石鉱物学ゼミ”は５人の教員で構成され，
学生の数は学部生・大学院生合わせて50人に及ぶ．「構造地質
学」「第四紀地質学」「層序学」「古生物学」「火山地質学」「火
山岩石学」「古地磁気学」「古海洋学」などの多様な専門分野か
ら成り，隣接分野や関連分野を幅広く学ぶことのできるゼミで
ある．また，本ゼミは研究室配属が３年次前期で決定し，それ
と同時に卒業研究の準備が始まるため研究に携わる期間が他の
ゼミより長い．そのため，自分の研究内容に関してより深く学
べるのも特徴である．

岡田研究室には2015年１月現在，学部３年次５人，学部４年
次４人，博士前期課程１年次２人，博士前期課程２年次２人，
博士後期課程２年次１人の計14人が所属している．地質学・岩
石鉱物学ゼミの中では最も大所帯であり，研究分野も最も広い
研究室である．岡田先生は基本的に学生の自主性を重んじてお
り，そのため学生は自発的に研究の予定を立てている．また，
サンプリングの道具など大概のものは先生自身が作ってしまう
ため，壊れた機器が翌日には直っていて驚いた覚えがある．岡
田先生のコーヒー好きから始まった昼休みの“岡田研コーヒー
タイム”では真面目な研究の話から妖怪ウォッチの話まで，
コーヒーを飲みながら何気ない会話に花を咲かせており，他研
究室の学生が参加することも珍しくない．他研究室の学生が馴
染みやすいのも岡田研究室の特徴の一つである．

岡田研究室の研究内容とテーマ
研究テーマは大きく①古地磁気学，②古環境学，③テクトニ

クスの三つに分けられる．古地磁気学では堆積岩を用いた「古
地磁気層序」，「ショートイベントの復元」を，古環境学では

「有孔虫」，「花粉」，「珪藻」といった微化石を用いた研究を，
テクトニクスは「古応力復元」，「回転運動の解明」を主なテー
マとしている．中でも，「テクトニクス」と「珪藻化石を用い
た古環境復元」はそれぞれ去年・一昨年から取り入れた分野で
ある．このように，岡田研究室では常に新しいことにチャレン
ジし，年々研究の幅を広げているため，地質学・岩石鉱物学ゼ
ミの中で最も多分野な研究を行っているのが特徴である．研究
対象とする地域は千葉県房総半島，茨城県・福島県の露頭，深
海底コアである．

①古地磁気グループ
本分野では古地磁気層序やショートイベントの復元を主な

テーマとしている．主に房総半島と福島県南相馬市の海岸露頭
を対象にしている．房総半島には連続的な露頭が数多く存在し，
また磁化強度の強さや対比可能な凝灰岩鍵層の豊富さから古地
磁気，特に層序学的な研究に適している．酸素同位体層序と合
わせて房総の年代層序の構築を目指している．

【所属者・テーマ・一言】

丸岡 亨（M２，卒業）：房総半島南端千倉層群中部におけ
る古地磁気層序
「地球規模のダイナミックな研究なのでやりがいがあり
ます．」

川又基人（B４，総研大進学）：福島県南相馬市塚原海岸に
分布する塚原層の古地磁気・岩石磁気学的研究
「Blakeイベントはありまぁす！」

小西拓海（B３）：房総半島南端畑層におけるOlduvai上部
境界の磁気反転
「様々なフィールドに出ていきたいです！」

②古環境グループ
本分野では，有孔虫，花粉，珪藻といった微化石を用いて研

究を行っている．
A．有孔虫化石を用いた酸素同位体層序と古環境復元

浮遊性・底生有孔虫化石の同位体測定から房総半島の酸素同
位体層序を構築し，同時に群集解析から古海洋環境を復元する
ことを目的としている．歴代の先輩方のデータの蓄積によって
現在までに広い幅の年代をカバーしており，古地磁気層序と合
わせて，房総半島の年代層序の構築を目指している．

【所属者・テーマ・一言】
羽田裕貴（M１）：房総半島中部安野層上部における年代層

序学及び古海洋学的研究
「分からないことが日々増えていきますが，楽しく研究
しています！」

金沢瑛里花（B４）：千倉層群中部における酸素同位体層序
「頑張って進めていきたいです．」

山本秀忠（B４）：南房総千倉層群布良層における浮遊性有
孔虫群集
「ちゃんと卒業して，来年院生になれるように頑張りま
す！」

早田達哉（B３）：千葉県銚子市屏風ヶ浦における有孔虫化
石
「研究生活，一生懸命頑張ります！」

B．花粉化石を用いた古気候復元
有機質微化石の一つである花粉化石を用いた，第四紀の古気

候復元を目的にしている．海洋コア・陸上掘削コアを用いた古
気候の時系列変化や茨城県・福島県における同時期の露頭を対
象とした広域の古気候復元が主なテーマである．

【所属者・テーマ・一言】
菅谷真奈美（D２）：第四紀堆積物の花粉分析による長期ス

羽田裕貴※1・岡田研究室メンバー一同
※1：茨城大学大学院理工学研究科博士前期課程1年

研究室紹介
茨城大学理学部理学科地球環境科学コース

：岡田誠研究室

院生コーナー

写真１：勉強会の様子．この日は早田くん（学部３年）が論文紹介

をした
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ケールの古気候変動復元
「顕鏡作業が一番楽しいです．花粉がかわいらしく見え
ますね」

池田勇人（M２，卒業）：茨城県ならびに福島県における後
期更新世の花粉記録を用いた古気候復元
「修論頑張ります．」

小川莉奈（B３）：銚子市における陸上掘削コアを用いた花
粉化石分析
「研究一生懸命頑張ります」

C．珪藻化石を用いた古環境復元
珪藻化石を用いた古環境復元は一昨年から始まった新しい取

り組みである．第四系の茨城県大洗町の露頭，福島県南相馬市
の海岸露頭を対象に，群集解析から過去の堆積環境を復元する
ことを目的としている．

【所属者・テーマ・一言】
中川純子（B４，卒業）：南相馬市塚原層における渦鞭毛

藻・珪藻化石を用いた堆積環境復元
「がんばって卒業します！」

小島隆宏（B３）：大洗町神山町における珪藻化石を用いた
堆積環境復元
「珪藻分析を頑張ります！」

③テクトニクスグループ
本分野は去年から新たに始めた研究分野である．房総半島は

付加体であり，褶曲や断層が多く発達している．また，プレー
ト三重会合点が近いため，プレート運動による応力や回転運動
が記録されている可能性がある．そこで本グループは小断層解
析や古地磁気を用いて，房総半島の古応力と回転運動の復元を
目的にしている．

【所属者・テーマ・一言】
前田知行（M１）：房総半島南端地域における上部鮮新統～

下部更新統の古応力復元
「今日も一日明るく元気に楽しく！」

霜多由夏（B３）：房総半島中部安房層群における回転運動
の復元
「フィールドワーク頑張ります！」

実験室の設備―古地磁気実験室シールドルーム―
古地磁気学は岡田研究室のメインテーマの一つである．古地

磁気の測定の際に最も敵となるのが地球磁場である．そのため，
測定は無磁場環境下で行わなければならない．そこで，外部か
らの邪魔な磁場をシャットアウトするのが“シールドルーム”
である．部屋の壁を鉄板で覆い，外からの磁場を遮断すること
で室内の磁場強度を地球磁場の約100分の１程度に抑え，測定
の際のノイズを軽減することができる．岡田研究室で以前は

“マグネティック・ケージ”という機材を用いて外部磁場の軽
減をしてきたが，より測定精度をあげるために「シールドルー
ムを作ってしまおう！」という計画が持ち上がった．そこで一
昨年の四月から岡田先生を中心に研究室メンバーでシールド
ルームの製作に取り掛かった．まず，角材を加工・組み合わせ
て部屋の外枠を作った．この“角材の加工”が最も苦労した工
程である．使い慣れないノコギリやノミを使い，数十本の木材
に対して組み上げるための加工を施した．そうして外枠を作っ
た後，消磁した鉄板を部屋の外側・内側と二重に張り付けた．
その後，測定機器を搬入し，それらの電気配線を整えた．

2015年１月現在，シールドルームの稼働は液体ヘリウムの購
入を待っている状態であるが，２月には使用可能になる予定で
ある．

最後に岡田先生から一言！
古地磁気学者の習性として，様々な分野に首を突っ込んでお

りますが，優秀な学生さん達や大学内外の方のおかげでなんと
かやっています．ご指導いただいている皆様にこの場を借りて
深く御礼申し上げます．

院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内を目
安に，e- mailでいただければ幸いです．
13nd403y@mcs.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp 高津翔平（筑波大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）

写真２：有孔虫化石用岩石サンプルを採取する川又くん（学部４年） 写真３：完成したシールドルーム
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2015年度（2015.4～2016.3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請

によりそれぞれ割引会費が適用されます．2014年11月17日（月）に一旦受付を締め切りましたが，

まだ申請書を提出していない方で，該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください

（郵送に限る）．最終締切りは，2015年 3 月31日（火）です．この期日までに申請書をご提出下さ

い．なお，これまで（～2014年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は終了し

ていますので，2015年度分の申請のみ適用となります．

最終〆切（厳守）

2015年 3 月31日（火）

★注意★

毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請して下さい．

2015年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．



薦した．

・機関リポジトリ登録論文（D論）の著作権

の扱い等に関し，地質学雑誌の著作権譲渡

同意書等，手続きについて法務委員会（上

砂委員長）に諮問した．

・地層名等の層序単元登録に係る委員会

（「層序単元登録審査委員会（仮称）」）に，

第四紀学会，鉱物科学会，火山学会，地学

団体研究会，東京地学協会に委員の推薦を

要請した．

・自然史学会連合の加盟学協会から，連合と

しての意見書・要望書を出す提案があった

場合の手続き，ならびに連合としての意思

決定のプロセスについての意見聴取があ

り，学会としての意見を提出した．

２．理事および委員会等報告

（1）運営財政部会報告（緒方理事）

・会員動静（首藤名誉会員の逝去，退会37名，

除籍107名）

現在会員数 3,921名．会員数が減少してい

る状況が紹介された．

・予算の執行状況について概ね順調との報告

があった．予算執行状況の資料で，普及事

業費の支出合計金額の間違いが指摘され，

確認修正した．

（2）学術研究部会

①行事委員会報告（竹内理事）

2014年９月13-15日開催の鹿児島大会の実

施（834名参加，講演数602件），2015年長

野大会の準備状況について報告された．ま

た，学術大会開催要領を文書化したこと，

JpGU2015の地質学会共催セッションが12

セッション承認されたことが報告された．

②国際交流委員会（ウォリス理事）

・日本―モンゴルの学術交流協定を10月14日

付で更新した．

・日本―台湾の学術交流協定は，協定書案の

合意を得て，協定書を準備中であるとの報

告があった．

（3）編集出版部会

①Island Arc 編集委員会報告（海野理事）

・2014年23巻は396ページ（22巻563ページよ

りやや減）となるとの報告があった．

・現在進行中の特集号３つに加え，新たに２

つの特集が始まるとのこと．

（4）社会貢献部会（平田理事）

・地震火山こともサマースクールの運営につ

いての三学会打合せの報告があった．

また，同2014年島原大会の報告，2015年は

南アルプス大会，2016年大会開催地の公募

する旨の報告があった．

（5）125周年事業準備委員会報告（矢島理事）

・プレ事業年を2017年，本事業年を2018年，

ポスト事業年を2019年３月までとするとの

報告があった．

・「社会と地質学」を前面に据えて，記念出

版としてレビュー誌を地質学雑誌の特別

ページで掲載する．執筆は各専門部会での

担当とする．

・記念事業引当金の予算化については，執行

一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載

しています．

日本地質学会2014年度
第３回理事会議事録

日　時：2014年12月６日（土）13:30～17:00

会　場：北とぴあ　第２研修室（７階）（東

京都北区王子１-１）

出席役員 理事（34名）：安藤寿男　市川八

州夫　井龍康文　ウォリス サイモン

上砂正一　小山内康人　海野　進　緒方

信一　笠間友博　川辺文久　小嶋　智

小宮　剛　斎藤　眞　榊原正幸　坂口有

人　佐々木和彦　沢田　健　菖蒲幸男

高橋正樹　竹内　誠 内藤一樹　中澤

努　奈良正和　久田健一郎　平田大二

廣木義久　星　博幸　保柳康一　松田達

生　向山 栄　矢島道子　山路　敦　山

本高司　渡部芳夫

監事（１名）：青野道夫

欠席役員 理事（16名）：天野一男　安間

了　有馬　眞　亀尾浩司　川端清司　清

川昌一　後藤和久　佐野弘好　杉田律子

竹下　徹　千代延俊　原山　智　松田博

貴　三次徳二　宮田隆夫　山田泰広

監事（１名）：山本正司

その他出席者 事務局：橋辺菊恵

＊成立要件：理事総数50名の過半数26名，本

日の出席者34名で本理事会は成立．

＊議決：出席者の過半数18名

＊書記２名の選出：海野理事および沢田理事

が選出された．

報告事項

１．執行理事会報告

斎藤常務理事から，2014-９，10，11月の

執行理事会議事録に基づき，概略について説

明があった．

・小宮理事からの会員数増加へ向けての提言

について検討する旨報告があった．

・小中高の理科教育における次期学習指導要

領改訂へ向けた対応をすべく，メンバーの

検討を始めた．

・日本原子力学会のATOMOΣ2015年３月

号に東日本大震災に対する取り組みおよび

学会誌紹介記事を井龍会長が寄稿したとの

報告があった．

・大学評価・学位授与機構の依頼により，国

立大学教育研究評価および機関別認証評価

委員会の専門委員候補者として３名の会員

を推薦した．

・経済産業省資源エネルギー庁電力・ガス事

業部放射性廃棄物等対策室の依頼により，

総合資源エネルギー調査会審議会（地層処

分技術WG）委員として渡部芳夫理事を推

理事会で検討されたいとの要請があった．

（6）各賞選考委員会（中澤）

・国際賞，柵山賞を除く７賞についての推薦

があった旨，報告があった．なお，地質学

会賞並びに小澤賞の選考を諮問する，各賞

選考検討委員会委員として，下記の方々を

選出した．

指定委員　

前・現会長：石渡明　井龍康文

過去３年間の学会賞受賞者：木村　学（井

龍康文）乙藤洋一郎　川幡穂高，斎藤文紀

地質学雑誌　前・現編集委員長：小嶋　智

山路　敦

IAR 前・現編集委員長：（井龍康文）前

川寛和　伊藤　慎　海野　進

執行理事会推薦　佐脇貴幸

審議事項

１．県の石選定委員会の設置について

委員長 川端清司，アドバイザー 石渡　明，

永広昌之，専門部会推薦委員６名（岩石部会

推薦なし），各支部長７名を承認した．また，

執行理事会作成の「県の石選定要領」につい

ても説明があり，井龍会長から選定要領につ

いて補足説明があった．

専門部会推薦委員：松原典孝（地域地質），

高橋雅紀（層序），重田康成（古生物），長谷

川健（火山），藤永公一郎（鉱物資源），*辻

森　樹（岩石部会）

支部委員：竹下　徹，土谷信高，有馬　眞，

原山　智，里口保文，堀　利栄，佐野弘好

＊理事会の後日，岩石部会から推薦があった

ので追加する．

２．機関リポジトリへの対応

・斎藤常務理事から表題についての概要説明

があった．審議では，地質学会が著作権を

保持している論文を逆に学術機関レポジッ

トリーに挙げるという場合の問題はどうな

のか，法的な解釈はどうなっているのかに

ついて疑問が出された．法的な問題につい

ては，法務委員会に諮問したことが報告さ

れた．

・法務委員長の上砂理事から，学会側の対応

については，今後法務委員会で検討するこ

とと，顧問弁護士からの暫定的な解釈―大

学の著作権の譲渡について紹介された．で

きるだけ多くの情報を集め，検討したうえ

で答申するとの報告がなされた．

・井龍会長から，良い参考例の１つとなる東

大の「博士論文と著作権」の例について紹

介され，今後の機関レポジトリの著作権と

の関係を検討することが確認された．今後，

法務委員会の検討を踏まえて，学会の指針

としていくことが承認された．

３．国際地学オリンピック日本大会の支援に

ついて（久田理事）

・久田理事から，2016年国際地学オリンピッ

ク日本大会（三重大会）の実施体制等につ

いて紹介された．30カ国からの参加を予定
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９．地質学雑誌投稿編集出版規則の一部改正

について（山路理事）

・地質学雑誌の著者プロフィールの掲載規定

が提案され，承認された．

10．広報体制の見直しについて（坂口理事）

・多様化する広報について，現状を見直し，

体制の強化をはかるため，役割分担につい

て提案があり，以下のように承認された．

geo-flash・HP：松田（達），ニュース誌：

小宮，ジオルジュ：坂口，惑星地球フォト

コン：清川，記者会見：坂口・松田

なお，「ちーとも（SNS）」ならびに「地

質学者に答えてもらおう」については，今

後検討する．

11．Geological Society of Americaの

Associate Societyについて（井龍会長）

・石渡前会長在任時に始まったGSAとの交

流協定についての検討は，Assoc i a t e

Societyになることのメリットがほとんど

ないとの判断により（地質学会とGSAが

対等の立場となる協定ではないので），

Associate Societyにはならないとした結果

が報告され，これを了承した．

12．国際交流の小委員会の再起動に関して

（ウォリス理事）

・2007年に交流協定を結んだ各国対応の小委

員会が発足しているが，これら既存の小委

員会を再起動することを承認した．

以上，この議事録が正確であることを証す

るため，議長及び出席監事・理事は次に記

名・捺印する．

2015年１月19日

一般社団法人日本地質学会

理事会議長　榊原正幸

副議長　小嶋　智

代表理事：会長　井龍康文

以下役員氏名省略

2014年度
第７回執行理事会議事録

期　日：2014年12月６日（土）10:00～12:30

場　所：地質学会事務局

出席者：井龍会長　山本副会長　渡部副会長

齋藤常務理事　海野（少々遅刻） ウォ

リス　緒方　坂口　竹内　中澤　平田

廣木　星　保柳　松田　山路

榊原議長，小嶋副議長（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出あり）：杉田

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

16名，委任状　１名，合計17名の出席．

＊前回議事録の承認

し，2016年８月開催予定．さらに大会募金

活動について紹介された．現時点で想定さ

れる総予算は5400万円である．

・地質学会として，この大会の支援のために

寄附することが認められた．意見交換の上，

地質学会の支援金額の規模について，毎年

支援している30万円に加えて総額100万円

規模の希望を受けることで承認された．

４．名誉会員推薦委員会，理事会推薦委員の

選出について

・斎藤常務理事から，名誉会員推薦委員会の

階層別委員（官公庁，小中高教員，会社，

大学）４名，職責委員７名（各支部長）を

下記の通り選出したことが報告された．

階層別委員：竹内　章，栗本史雄，会田信

行，松浦一樹，

職責委員：竹下　徹，土谷信高，有馬　眞，

原山　智，宮田隆夫，榊原正幸，佐野弘好

・上記に加えて，理事会推薦の選考委員とし

て向山理事を選出した．

５．中期ビジョン委員会報告及び内容の検討

（坂口理事）

・先の中期ビジョンについて検討内容の報告

があった．広報に重点がおかれ，ほとんど

の項目について充足しているが，所定の目

的には達していないとの評価が紹介された．

・次期ビジョンの検討内容について，フィー

ルドに重点をおいた講習会，資格認定制度

（フィールドマスター）などの紹介があった．

・これまでの検討内容について，会員からの

声を聞き，それを反映させた最終版を５月

の総会で提言するよう，委員会に求めた．

６．地質学雑誌の状況についての検討（山路

理事）

・20年にわたる地質学雑誌の投稿数の減少と

その原因についての考察が紹介され，雑誌

を維持するためには抜本的改革が必要であ

るとの説明がなされた．

・それをうけて，雑誌の性格付けを再度明確

化した上での解決策として，冊子体廃止・

電子ジャーナル化，隔月刊化などが考えら

れることが示された．

・これらについて今後の理事会等で検討する

こととした．

７．2015年度事業計画について（井龍会長）

・2014年度の活動についての総括が紹介され

た．

・2015年度事業計画基本方針について，学術

交流による長野大会の国際化の推進，

Island Arc・地質学雑誌の改善へ向けた取

り組み，地学普及と教員増，社会への情報

発信などの方針が提示され，大枠について

承認された．

８．巡検実施申し合わせの改訂（竹内理事）

・学術大会巡検実施申し合わせの改訂につい

て説明があり，承認された．

Ⅰ　審議事項

１．県の石選定委員会の発足：委員長　川端

清司，アドバイザー　石渡　明・永広昌之

専門部会推薦委員：６名

地域地質：松原典孝（兵庫県立大学），層

序：高橋雅紀（産総研），古生物：重田

康成（科博），火山：長谷川健（茨城大），

鉱物資源：藤永公一郎（東大），岩石部

会：督促するも連絡なし

各支部長７名，ただし，近畿支部は支部長

の代わり，里口保文会員（琵琶湖博物館）

を推薦

２．名誉会員推薦委員会（委員長：山本副会

長）

階層別委員４名の選出

・官公庁：栗本史雄（産総研），小中高教

員：会田信行（秀明大学校教師部）

会社：松浦一樹（ダイヤコンサルタン

ト），大学：竹内　章（富山大）

・理事会推薦委員１名：午後の理事会で決

定

・職責委員（各支部長）７名

竹下　徹，土谷信高，有馬　眞，原山

智，宮田隆夫，榊原正幸，佐野弘好

３．各賞選考委員会各賞選考検討委員（10名

程度）の推薦

指定委員

前・現会長：石渡明　井龍康文

過去３年間の学会賞受賞者：木村　学（井

龍康文）乙藤洋一郎　川幡穂高，斎藤文紀

地質学雑誌　前・現編集委員長：小嶋　智

山路　敦

IAR 前・現編集委員長：（井龍康文）前

川寛和　伊藤　慎　海野　進

＊執行理事会推薦　専門を考慮して　佐脇

貴幸会員を選出

＊各賞推薦状況

４．地質学雑誌投稿編集出版規則の一部改正

について（山路）

・地質学雑誌に著者プロフィール欄を新設す

る．著者プロフィールを付けるかどうかは

著者の判断．共著論文の場合，共著者の役

割を書くこともできる．いくつかの例を編

集委員会が例示する．

５．広報体制の見直し提案（坂口）

・News誌，ジオルジュ等の担当を広報委員

会委員が分担する．News誌は小宮委員，

フォトコンは清川委員．「地質学者に答え

てもらおう」は，アウトリーチ担当とも共

同することを検討する．

６．GSAのAssociate Society（AS）につい

て（ウォリス）

GSAのASになるメリットがほとんどない．

ASにならないことにする．

７．国際交流の小委員会の再起動に関して



日本地質学会News 18（２） 15

出の斎木委員に総会での対応を託すことと

した．

（6）沖縄地学会参加報告（井龍）

２．運営財政部会：総務委員会（緒方）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．三菱財団平成2 7年度助成金公募

（2014/１/６-２/３）→geo-flash，HP，

Newsに掲載

２．住友財団2014年度基礎科学研究助成98

件・環境研究助成のうち本年度募集課題

３件，一般研究50件が決定との通知．本

年度募集課題で学会会員も採択されてい

る．

なお，次年度の課題は「喫緊の環境問

題解決のための学際研究または国際共同

研究」，2015年４月上旬募集要項等配布

開始予定．

３．高校生科学技術チャレンジISEC2014

最終審査会・表彰式の案内（12/14）→

欠席の返事

＜その他＞

１．地質学会のフィールドノートを，徳間

書店発行「“グッとくる文房具2015”企

画タイトル：野帳の王国，12/16発売」

への掲載依頼があり，承諾した．

２．東大大気海洋研究所共同利用研究集会

「バイオミネラリゼーションと石灰化」

開催案（12/12-13）→geo-flash，HP，

Newsに掲載

３．産総研地質調査総合センターよりGSJ

シンポジウム「日本列島の長期的地質変

動の予測に向けた取り組みと今後の課

題」開催案内（2015/１/16）→geo-flash，

HP，Newsに掲載

４．日本水環境学会より第49回年会の案内

（2015/03/16-18）の案内→geo-flash，

HP，Newsに掲載

＜会員＞

１．今月の入会者（３名）

正会員（２名〕：金森信孝（2014年度か

ら入会），曹　鉉子（2015年度から入

会）

正（学部割）会員（１名〕：本合弘樹

（2014年度から入会）

２．今月の退会者　正会員〔１名〕 鈴木

昌明

３．今月の逝去者　なし

４．2014年11月末日会員数

賛助：27，名誉：64，正会員：3830，

（正会員：3644，院割会員：171，学部

割会員：15）

合計 3921（昨年比 -76）

５．2014年度末退会予定者（37名）ならび

に除籍予定者（107名）一覧

＜会計＞

・11月までの会計執行状況および鹿児島大会

の収支状況報告

３．広報部会：広報委員会（坂口・松田）

・英文ホームページの専門部会紹介進捗状況

（井龍）

2007年度に以下の小委員会が発足．これら

の既存小委員会を中心にして国際交流を強化

する．

・日韓小委員会：高木秀雄（委員長），江川

浩輔，大藤　茂，高橋　浩，久田健一郎

・日－タイ小委員会の発足：久田健一郎・上

野勝美・仲谷英夫・曽根正敏・脇田浩二

・日－モンゴル小委員会：坂巻幸雄・大藤

茂・高橋裕平

・日－フィリピン小委員会：松岡　篤・尾上

哲治・渡部直喜

８．2015年度事業計画について

メール審議にて修正加筆を加え大筋の了解

を得た案になっているので理事会に提案す

る．

９．理事会議事運営

議長，副議長とともに議事内容，進行を確

認した．

10．地学教育関係（廣木）

・次期指導要領改訂を睨んだWGを立ち上げ

る．社会貢献部会理事＋星副常務のほかに，

学校教員＋中村教博会員（東北大）＋安間

了理事（筑波大）も候補．

Ⅱ　報告事項

１．全体的報告（メール審議確認）

（1）大学評価・学位授与機構より依頼の国立

大学教育研究評価および機関別認証評価委

員会の専門委員候補者として，３名の会員

を推薦した．

（2）経済産業省　資源エネルギー庁電力・ガ

ス事業部　放射性廃棄物等対策室より，総

合資源エネルギー調査会審議会（地層処分

技術WG）再開にあたり委員委嘱要請があ

り，メール審議のうえ，前年度に続き渡部

芳夫理事を推薦した．

（3）機関リポジトリ登録論文（D論）の著作

権の扱い等に関し，メールで議論をし，現

行の地質学雑誌の著作権譲渡同意書等，手

続きについて問題がないかどうか，法的な

ことについては弁護士にも相談することと

し，法務委員会（上砂委員長）に諮問した．

上砂委員長からは要請書の受領と今後高木

弁護士とも相談のうえ，答申する旨の返事

があった．

（4）地層名等の層序単元登録に係る委員会

（「層序単元登録審査委員会（仮称）」）設立

に際し，第四紀学会，鉱物科学会，火山学

会，地学団体研究会，東京地学協会に委員

の推薦を要請した．

（5）自然史学会連合の加盟学協会から，連合

としての意見書・要望書を出す提案があっ

た場合の手続き，ならびに連合としての意

思決定のプロセスについての意見聴取が

あった．メール審議の上，学会としての意

見を提出したが，実際には12/６の連合の

総会で審議されるとのことで，地質学会選

報告．

４．学術研究部会（ウォリス・竹内・中澤）

（1）行事委員会（竹内）

・長野大会の準備状況および委託業者の選定

等について報告があった．地質情報展は市

民講演会とセットで科研費申請を行った．

・2015年度総会に合わせて講演会を行うこと

を準備中．

・地質情報展企画運営員に行事委員内野隆之

氏をオブザーバーとして推薦．

・学術大会運営委託業者選定のための相見積

もりを行い，次回執行理事会で業者を決定

予定．

（2）国際交流委員会（ウォリス）

・日本―モンゴルの学術交流協定を10月14日

付で更新した．

・日本―台湾の学術交流協定は，協定書案の

合意を得て，協定書を準備中．

・来年英国で開催される津波堆積物関係のシ

ンポの準備が進行中（日本側から４名程度

の予定）．

（3）JIS，標準担当（中澤）

・年代表記の記事をNews誌とgeo-flashに掲

載した．

・層序単元の委員会は，地域地質部会から内

野会員，層序部会から岡田会員が選出．

５．編集出版部会（山路・海野・保柳）

（1）地質学雑誌編集委員会（山路）

１）編集状況報告（12月２日現在）．

・2014年投稿論文　総数63編［総説５（和

文５）・論説31（和文31）・ノート１

（和文１）・報告10（和文７・英文

３）・口絵８（和文５・英文３）・巡検

案内９］

・査読中 21編　　受理済み ５編（うち特

集号５）

・120巻11号：論説２，報告１，口絵１

（計43頁）11/28発送済み

・120巻12号：発送は１月になる見込み．

・地質学雑誌の投稿数の減少および発行へ

の影響について，深刻な状況が報告され

た．

２）地質学雑誌投稿編集出版規則の一部改

正を検討→審議事項

（2）アイランドアーク編集委員会（海野）

・編集状況報告

・投稿数が昨年，今年と減少傾向．

（3）企画出版委員会（保柳）

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木）

・秋季地質調査研修は参加者６名を得て予定

通り（11/25-11/29）実施され，事故なく

終了した．

７．ジオパーク支援委員会（平田）

・地震火山こどもサマースクールについて，

実施体制を整理すべく，関係３学会で協議

している．

また，2014年島原大会の収支，残額の扱
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の事例についての情報を杉田理事にお伝え

し，検討して貰う．東アジアの古生代のシン

ポジウムも検討している（ウォリス理事）．

３．ジオパーク日本委員会の委員の交代：高

木委員の交代（ジオパーク支援委員長代，斎

藤理事）

高木委員から平田委員に正式に交代する．

斎藤理事からJGC日本ジオパーク委員会に通

知する．

４．県の石の進捗状況→これに関連して，地

質学会のHPに地学関連の天然記念物のリス

トを掲載する件に関して（井龍会長）

中間報告を執行理事会に近日中に出して頂

く．天然記念物リストについては，e-フェン

スター（天然記念物めぐり）との調整等を行

い（広報担当）ホームページに掲載する．

５．ベトナム地質学会との連携に関して（井

龍会長）

過去の経緯をよく調べて，今後の連携を図

るようにする．

６．GSAのAssociate societyになる件に関し

て（井龍会長）

本件は丁重にお断りした．MOUについて

は，将来的に可能性あり．

７．IUGSとの関係に関して（井龍会長）

地質学会がIUGSのAffiliated Organizations

となることによる利点と難点を精査する．

Ⅱ　報告事項

１．全体的報告（メール審議確認）

（1）理事会後に岩石部会から，県の石選定委

員として辻森樹会員の推薦があり，理事会

議事録に追記した．

（2）『原子力学会は，“原発の敷地内にある破

砕帯などの断層について，原子炉建屋への

影響などを評価する方法を策定する調査専

門委員会を発足させた，委員会には土木学

会や地質学会，電力会社なども加わってい

る．』との記事が１月８日付の毎日新聞に

掲載された．この件について，地質学会は，

原子力学会からは本件に係わるいかなる申

し入れや要請も受けておらず，また同委員

会に係わる本学会員からの報告等もなかっ

たことから，原子力学会に対し，事実関係

の公表とお詫びを至急公表するとともに，

報道機関に対して訂正を依頼するよう，斎

藤常務理事名で申し入れをした．結果は，

原子力学会が記者会見において，誤解を招

く資料を配布したことを認め，１/14に原

子力学会HPにお詫び文が掲載された．こ

れを受けて，１/15の毎日新聞に訂正記事

が掲載された．以上のことは，geo-flashで

会員に知らせるとともに，HPに掲載した．

その後，原子力学会から，事務局にお詫び

文が届き，また，斎藤常務理事には訪問の

うえ事情説明したい旨，連絡があり，斎藤

いについて検討中．2015年，南アルプス大

会の実行委員会を組織した．

８．地学オリンピック支援委員会

・国際地学オリンピック三重大会は30カ国か

らの参加を想定．会期は2016年８/16-27．

組織委員会から寄付金について要望があっ

た．

９．地質災害委員会（斎藤）

・今年の年会で緊急展示された災害につい

て，News誌11号に報告が掲載された．昨

年分は12号に掲載予定．御嶽の噴火や白馬

村の地震災害についても報告記事を掲載す

るよう，関係者に依頼する．

10．地質技術者教育委員会（山本）

・フィールド調査ができることを認定する

フィールドマスター制度（仮称）を検討中．

11．中期ビジョン（坂口）

・中期ビジョンの構成（頭出し），前ビジョ

ンの特徴（レビュー），次期ビジョンの目

玉（新規点）などが説明された．本体（詳

細版）のほかに中期ビジョン概要版も作成

する．

以上

2014年12月22日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事） 井龍康文

署名人　執行理事　　斎藤　眞

2014年度
第８回執行理事会議事録

期　日：2015年１月24日（土）13:00～15:40

場　所：地質学会事務局

出席者：井龍会長　山本副会長　齋藤常務理

事　海野　ウォリス　竹内　平田　廣木

星　保柳　松田　山路　（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出あり）：渡部副会長　緒

方　坂口（井龍） 杉田　中澤

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

16名，委任状　１名，合計17名の出席．

＊前回議事録の承認

Ⅰ　審議事項

１．長野大会委託業者の選定 （竹内理事）

複数業者からの見積もりを取得．業者間の

見積もり項目の調整など引き続き検討する．

２月には決定できる予定．

２．長野大会国際セッション等（杉田理事提

案法地質学）の提案受理の手続きについて

（保柳）

具体的なセッション提案書を準備して頂

き，その規模，内容によって共催，業務委託，

シンポジウムにするなど検討する．これまで

常務が面談することとした．

２．運営財政部会：総務委員会（緒方）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

（1）高校生科学技術チャレンジISEC2014最

終審査会・表彰式の案内（12/14）→欠席

の返事

（2）第５回ジオパーク全国大会（南アルプス

大会，後援）終了報告

（3）第15回子供のためのジオカーニバル（後

援）終了報告

（4）CCOP2013総会（仙台市）論文集の完成

送付あり．

（5）奥出雲多根自然博物館より，昨年に続き

フォトコン入選作品展（2015/１/２-２/２）

の共催申し入れがあり，承諾した．

＜その他＞

（1）「平成27年度消防防災科学技術研究推進

制度」研究課題の公募（12/６-３/６）

＜会員＞

（1）今月の入会者（６名…正：４，院割：１，

学部割：１）

2014年度から入会希望

正会員〔３名〕：川原健太郎，村田泰輔，

浅田美穂

2015年度から入会希望

正会員〔１名〕：持永竜郎

正（院割）会員〔１名〕：三塚俊輔

正（学部割）会員〔１名〕：日色知也

（2）今月の退会者（２名）

正会員〔２名〕 丸茂克美，安藤佑介

（3）今月の逝去者（正会員　７名）

吉川清志（2010年12月11日）・今田耕二

（2014年７月25日）・中島和一（ 〃　９

月13日）・青野宏美（ 〃　11月11日）・

平井明夫（ 〃　12月21日）・狛　　武

（2015年１月７日）

済川　要（ 〃　１月10日）

（4）2014年12月末日会員数

賛助：27，名誉：64，正会員：3828（正会

員：3641，正（院割）会員：171正（学部

割）会員：16） 合計 3919（昨年比 －77）

３．広報部会：広報委員会（坂口・松田）

・専門部会の英文紹介文は，環境地質（楡井

部会長）以外全て掲載済み．英文校正に掛

かった費用は約14,000円．

・フォトコンの応募状況　現時点で約110件，

締め切りは２/16

４．学術研究部会（ウォリス・竹内・中澤）

（1）行事委員会（竹内）

・総会時講演会の講演者及び演題：2015地質

学会総会講演会講演者として，各部会・理

事からの意見を聞き，候補者に依頼をした

結果，下記の方々から講演受諾の返事を頂

いた．なお，代議員及び理事以外の方には

旅費を支給することとした．

辻　健（九州大学）「デジタル岩石物理を

用いた現行地質過程研究」

横山俊治（高知大学）「2014年広島土石流
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・編集状況報告

（3）企画出版委員会（保柳）

・長瀞たんけんマップの修正案について，校

閲中．

・大島・三宅島たんけんマップの企画提案が

あり，現在委員会で採否の検討中．

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木）

（1）「学習指導要領改訂に向けての意見を取

りまとめるためのワーキンググループ」

（廣木）

メンバー：中村教博　安間了　渡来めぐみ

星理事　平田理事　中澤理事　杉田理事

とりまとめた意見は，理事会で承認ののち，

会長名で文科省に提出する．

（2）地質調査研修について

１）2014年秋季地質調査研修の収支報告

収入720,000円，支出619,733円で差し引き

100,267円の黒字となった．

２）本年も例年通り，春と秋の２回実施する

こととしたい．

春期講習については５/18～22に産総研徳

橋・小松原両氏を講師として実施の予定．

（3）2015年地質の日記念行事について

１）鈴木毅彦教授に講師を引き受けていただ

いた（等々力渓谷周辺の案内）．

２）１/10に等々力渓谷周辺の下見と打ち合

わせを実施した．

世田谷区（玉川総合支所）に後援を依頼

することとし，資料を送付した．また，現

地周辺の古墳について説明者の派遣お願い

することとし，内諾を得た．

３）参加者の募集は４/１から開始し，申込

先は地質学会に一本化する．

７．ジオパーク支援委員会（平田）

（1）地震火山サマースクールについて

・３学会（地質学会，地震学会，火山学会）

による申し合わせ事項の改正

・運営体制・実施スケジュール・開催地公募

の検討

８．地学オリンピック支援委員会

（1）2015年１月10日に地学オリンピック支援

委員会を開催

・予選問題の評価について：第７回日本地学

災害関連」

土屋範芳（東北大）「島弧の熱構造とエネ

ルギー抽出－超臨界地熱掘削－」

針金由美子（産総研）「伊豆－小笠原前弧

域から採取されたかんらん岩から推測

される島弧初期の上部マントル構造」

・徳橋さんの意見に関しては，１月号に回答

を掲載．行事委員会で引き続き検討する．

（2）国際交流委員会（ウォリス）

・日本―台湾の学術交流協定締結のその後

は？　学会の名称を修正して返信した．

・台湾地質学会国際交流担当のLin博士に長

野大会への出席を依頼，快諾．旅費は信州

大学に申請準備中．学会の招待と合わせて

２名の招請が可能．

・津 波 シ ン ポ ジ ウ ム （ Arthur Holmes

Meeting）が2015年９月に開催される．

News誌１月号の裏表紙に掲載．

（3）JIS，標準担当（中澤）

・地層名等層序単元登録審査委員会の設置に

ついて関連学協会に委員の推薦を依頼中，

現在までに第四紀，地団研，地学協会から

は人名の推薦有．今月末までに決まる予定．

５．編集出版部会（山路・海野・保柳）

（1）地質学雑誌編集委員会（山路）

１）編集状況報告（１月20日現在）．

・投稿論文状況

2014年投稿論文　総数65編［総説５（和文

４・英文１）・論説33（和文33）・ノー

ト１（和文１）・報告９（和文７・英文

２）・口絵８（和文５・英文３）・巡検

案内９］

2015年投稿論文　総数５編［論説３（和文

３）・報告２（和文２）］

査読中　14編，受理済み ７編（うち特集

号６　通常号１）

・120巻12号：特集号　地層処分と地質科学

（その２）地質環境の長期挙動とサイト調

査：総説１，論説２，口絵１（51頁：１/

９発送済み）

・121巻１号：論説２（約33頁：１/23校了予

定）

・121巻１月号より，新設の著者プロフィー

ル欄の掲載を開始した．

（2）アイランドアーク編集委員会（海野）

オリンピック予選は，2296名の応募があっ

た．会場数は77会場（大学36，高校40，博

物館１）で，1868名が受験した．予選結果

が大学入試に利用できることを考慮し，今

後も外部評価という観点から，予選問題の

評価を行い，地学オリンピック日本委員会

に提出する予定．

・キャラクターデザインコンテストの一次審

査を実施．13作品を佳作，二次審査通過作

品３点（作品15，36，40）とした．なお，

酷似する作品が見つかった時点で作品を選

考の対象から外すこととする．

９．地質災害委員会（斎藤）

・御嶽の火山災害については，竹下会員（信

州大）より報告が寄稿され，１月号のNews

誌に掲載される．

10．地質技術者教育委員会（山本）

11．中期ビジョン委員会検討報告書最終版作

成までのスケジュール

12月：できている部分から，会員からの意

見募集開始

１月：残りの部分の完成と意見募集

２月：News誌にWG案掲載，意見募集

３月：意見集約とまとめ

４月：理事会で最終案の了承

５月：総会にて新中期ビジョン提出

12．法務委員会（上砂委員長，代斎藤）

・法務委員会を１/15に開催した．「機関リポ

ジトリについて」会長からの検討要請事項

について，委員会としての検討報告がなさ

れた．編集規則等の変更修正が必要かどう

かについては，法務委員会で検討し，答申

する．

・法務委員会の委員構成について次世代を担

う委員の補充が必要なことから，編集委員

会その他から３名ほどの新委員を選出する

こととした．

2015年２月14日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事） 井龍康文

署名人　執行理事　　斎藤　眞
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SMBCファイナンスサービス株式会社 

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先） 
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部 

（金融機関へのお願い） 

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。 

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。 
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中期ビジョンダイジェスト（後編）

学術活動
学術学会として学術の振興は最も重要であり，学術雑誌，学

術大会，専門部会の活性化を図るべきである．学術雑誌の活性
化として査読期間短縮，特集号の推進，解説記事，巡検案内，
電子ジャーナル化などを検討し，他学協会への積極的な宣伝を
実施する．学術大会と巡検の活性化として，他学協会との共催
や積極的宣伝，セッションと巡検と組み合わせた現地討論会，
要旨の電子化，教員や技術者向けなどの巡検，ミニスクールと
しての巡検企画などを検討する．専門部会の活性化として，関
係学協会との連携，運営陣の世代交代推進，部会加入数の上限
撤廃などを実施すべきである．

普及広報
東日本大震災発生以降，地質学に対する関心が一段と高まっ

ており，更なる普及広報活動が求められる．学会独自の活動の
ほか，ジオパークや博物館との連携が必要である．ジオパーク
支援としては，学術的助言やパンフの監修等のコンサルタント
事業を展開すべきである．また，地質巡検や教職免許更新事業
の共催を検討すべきである．博物館へは講師派遣や，大学や研
究機関との共同研究の橋渡しなど関係機関との連携促進に貢献
すべきである．学会独自の活動としては，HPやgeo-Flash，
ちーともの活性化，そしてジオルジュの書店販売検討，フォト
コンテスト作品の書籍化，グッズ開発などを検討すべきである．

学会運営
専門部会と支部からなる学会組織，そして会員―代議員―理

事という運営体制，各種委員会の活動内容，顕彰制度などの現
状を調査し，必要なら見直すべきである．そのほか技術継承を
通じたシニア層と若手層の交流，学術大会における複数専門部
会による合同セッション，情勢に合わせた支部や専門部会の見
直し，支部でのCPD講演や巡検企画，ニュース誌の組織内メ
ディアとしての充実化，フィールド調査研究の顕彰なども検討
すべきである．

地球科学界の関連組織との連携としては，海外の地質学関係
学会との学術連携の更なる深化を図り，国内学協会とは学術大
会の共催や学術雑誌特集号などを通じた連携を模索し，日本地
球惑星科学連合を通じたAGUやEGUと並ぶ巨大国際大会の実
現を目指して欲しい．

そのほか教員免許講習を通じた地学教育支援のための公益法
人化も検討すべきである．書籍販売や受託事業など会費以外の
収入も増やす方策を図るべきである．

------------------------------------------------------------------------------------------------------------
※全文は，学会HPをご参照ください．また，ダイジェスト前

編（前中期ビジョンとその後の対応，新中期ビジョン（概要，
地学教育，技術者・応用分野，会員問題））はニュース誌１
月号をご参照ください．

中期ビジョン中間報告（後編）と意見募集

先月号から引き続きまして中期ビジョン（中間報告）のダイジェスト版を掲載いたします．全文は学会HPにございますので，ぜ
ひご覧いただけますようお願いいたします<http://www.geosociety.jp/outline/content0148.html>．この中間報告に対して３月15
日までご意見を募集しています．会員皆様からの幅広いご意見を最終版に盛り込む予定です．どうぞよろしくお願いいたします．

平成26年度中期ビジョンワーキンググループ
坂口有人

意見募集締切：３月15日（日）

送付先：地質学会事務局
main@geosociety.jp

〒101-0032 東京都千代田区岩本町２-８-15井桁ビル６F
電話：03-5823-1150（代表） FAX：03-5823-1156
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